
地球・⼈間環境フォーラム/プランテーション・ウォッチ
飯沼佐代⼦

【熱帯林開発圧⼒を⾼めるパーム油発電を知る学習会】
勝利報告！☆舞鶴パーム油発電完全撤退！

市⺠の⼒で事業を⽌めた七⼈の侍☆

⽇本全国のパーム油発電阻⽌へ！
私たちになにができるか？

FITガイドライン改訂と既存パーム油発電所



• 再⽣可能エネルギー発電を消費者負担で⽀える制度
• 開始年：2012年
• ⽬的：環境負荷の低減と産業振興、地域活性化
• 買取り費⽤：利⽤者負担＝9,200円/年・世帯（2018年）
・買取価格：市場より⾼い固定価格
・買取期間：20年間
・経産省FIT調達価格算定委員会、持続可能性ワーキンググループで
議論

太陽光、バイオマスが急増
買取価格が⾼く制度上の問題も多かった

→変更・改善を繰り返す
バイオマス発電のガイドライン策定(2017年〜）毎年更新中
問題のある発電所 →⾏政のチェック機能なし

再⽣可能エネルギー固定価格買取制度（FIT）
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FITバイオマス発電ガイドライン
2020年4⽉改訂ポイント

パーム油発電は、RSPO（持続可能なパーム油のための円卓
会議）認証と、RSB（持続可能なバイオマスのための円卓会
議）認証のみ可
（⾮認証油が混⼊しないIP,SGのみ認められた）

その他の認証（MSPO,ISPOなど）は、あらかじめ経済産業省
へ相談すること

（事業者はMSPO、ISPOが認められることを期待していた）
認証の名称、使⽤した認証燃料の量、認証燃料の識別番号
をホームページで情報公開すること

RSPO認証は⾼いハードル
しかし温室効果ガスの基準は無い＝再エネと⾔える？



GHG排出基準が求められれば、パーム油発電は⽌まる！4

FITバイオマス発電ガイドライン
2020年4⽉改訂ポイント

当該バイオマスが⾷⽤に供されないことの証明ができるよ
う考慮すること
→既存のパーム油発電所は”パームステアリン”を利⽤
→RSPO認証のパームステアリンは⽇本では調達困難

新規燃料について「ライフサイクルでの温室効果ガス
（GHG）排出量を含めた持続可能基準を満たしたものは、
FIT対象とする」「既存燃料（パーム油含む）についても、
ライフサイクルGHG排出量について検討を⾏うとされてい
る点に留意が必要」

FITガイドラインは
認定済み発電所にも遡及的に適⽤される！



バイオマス発電の急増

パーム油発電の認定量
• 170万kW（ 2018.3）

稼働中のパーム油発電所
 エナリス 2014年〜
（茨城県、37,000kW,6万t）
 神栖パワープラント
（茨城県、38,850kW,6万t）
 三恵エナジー
（京都府、2,000KW,3千t）
など

舞鶴市は（66,000kW,12万t）
の予定だった

PKS=パーム核殻



H.I.S.スーパー電力

• HISが宮城県⾓⽥市に41,000kW建設ほぼ終了
• 2020年3⽉竣⼯予定→19年秋の台⾵、コロナの影響で遅延中
• 10⽉稼働⾒込み？

©Koichi Hasegawa



H.I.S.スーパー電力

• 2017年4⽉にプレスリリース
• 2017年7、8⽉に⾯談（スーパー電⼒⾚尾社⻑ほか）
• 2018年7⽉⾯談（スーパー電⼒⾚尾社⻑ほか）
• 2019年2⽉HIS本社の澤⽥社⻑と⾯談（3⽉着⼯）
• 2019年4、5⽉HISスーパー電⼒と⾯談
• 2020年1⽉HIS株主総会でアピール

HIS側は、
パーム油の問題を
⼗分知りつつも続⾏

⾮⾷⽤、RSPOの両⽴は可能か？
GHG排出量は？

©FoE Japan
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• 植物油は概ねGHG多
• 栽培にかかるGHG排出量が既に多い（肥料、農薬利⽤）
• 輸送に係るGHGが多い ＝⽣産地で使う⽅が良い
• 国産廃棄物系は概ねGHGが低い
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全国のパーム油発電所
（と輸⼊⽊質バイオマス発電所）
を⽌めるために必要なこと

パーム油発電はガイドラインを厳格に適⽤すれば実質的に困難
当該バイオマスが⾷⽤に供されないこと
RSPO認証IP,SGの利⽤を確実にすること

再⽣可能エネルギーとしてライフサイクルGHG排出量の多い
バイオマス発電（パーム油に限らず）はFIT対象外が本筋

舞鶴：パーム原油を「⾷料と競合しない」とした
同様のケースが出た場合、⽌められるか？

消費者負担のFITは、
持続可能な再⽣可能エネルギーのみとすべき

既存発電所は
燃料転換も検討



お知らせ１：パーム油の教材できました
http://www.dear.or.jp/books/book01/5190/
お知らせ２：
7/29（⽔）開催教材発⾏記念セミナー：
知る・考える・やってみる！熱帯林とわたしたち
https://www.gef.or.jp/news/event/200729palmoiltext/


